
 
2023 年 8 月 3 日 

会員各位 
医療経済学会 

会長 橋本 英樹 
 

2023 年度「医療経済学会 総会」のご案内 
 
拝啓  
会員の皆様方には益々ご健勝のこととお慶び申し上げます。平素は格別のご高配を賜り厚く

御礼申し上げます。 
さて、医療経済学会 2023 年度 総会を下記の要領で開催いたします。是非ご参加頂きた

くご案内申し上げます。 
敬具 

記 
 
【日 時】  2023 年 9 月 2 日（土） 「第 18 回 研究大会」終了後 
 
【場 所】  千葉大学 西千葉キャンパス けやき会館 大ホール 
 
【議事次第】 1. 2022 年度 事業報告、決算報告 

2. 2023 年度 事業計画 
3. 役員の選任 
4. 会員登録状況 
5. 2022 年度 学会論文賞 
6. 「第 18 回研究大会」若手最優秀賞発表 
7. 「第 19 回研究大会」概要 

 
【お願い】  総会開催時間に制約がございますことから、事前配布資料をご覧頂き、 

質問等がある場合は総会質問票（別紙）にご記入の上、8 月 25 日（金） 
迄に医療経済学会事務局までご連絡ください。 

 
医療経済学会 事務局 
〒105-0001 東京都港区虎ノ門 1-21-19 東急虎ノ門ビル 3F 

        TEL：03-3506-8529 FAX：03-3506-8528 
E-mail：gakkai@ihep.jp  
URL：https://www.ihep.jp/jhea/ 

 
以上 
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2023年度 医療経済学会 総会 議事次第 

 

【日 時】  2023年 9月 2日（土） 「第 18回 研究大会」終了後 

 

【場 所】  千葉大学 西千葉キャンパス けやき会館 大ホール 

 

【議事次第】                     議事進行 橋本会長 

1.  2022年度 事業報告、決算報告                   （資料：1） 

2. 2023年度 事業計画                       （資料：2） 

3. 役員の選任                         （資料：3） 

4. 会員登録状況                          （資料：4） 

5. 2022年度 学会論文賞                      （資料：5） 

6. 「第 18回研究大会」若手最優秀賞発表                

7. 「第 19回研究大会」概要                     （資料：7） 

以上 



医療経済学会 総会 質問票

ご所属 お名前



2022 年度 事業報告 

（2022年 4月 1日より 2023年 3月 31日）

１．第 17 回研究大会の開催 

 2022 年 9月 3日（土）、岡山大学 津島キャンパス（研究大会長：岸田 研作 先生）にて研

究大会を開催。

 総参加者数 96名（普通会員 60名、学生会員 19名、非会員 11名、招待者 6名）、オンライ

ンのみの参加者数は 26名。

 若手最優秀発表賞は小西孝明 氏（東京大学 大学院医学系研究科）が受賞。

 総会を研究大会同日に開催し、2021 年度活動報告・2022年度事業計画が了承された。

２．学会誌/機関誌の発行 

１）「医療経済研究」の発行 Vol.34

 Vol.34 No.1を 2022年 10月発行し、Vol.34 No.2を 2023年 3 月発行予定

２）「Asian Pacific Journal of Health Economics and Policy」

 Vol.5 No.1を Healthcare resource utilization for first line chemotherapy versus

endocrine therapy in patients with advanced HR-positive/HER2-negative breast cancer

in Taiwanを掲載し、2022年 4月発行

３）編集委員会

 編集委員会は、2022年 5 月 19日（第 41 回）、2022年 11 月 18日（第 42 回）に開催。2021

年度学会論文賞※は白根友哉氏（放送大学大学院博士後期課程）

「無人航空機（ドローン）を活用した自動体外式除細動器（AED）ネットワーク構築におけ

る費用対効果評価の分析」に決定した。

※前年度分の論文賞が選考対象

 機関誌「医療経済研究」、Asian Pacific Journal（APJHEP）の今後の方向性について、編集

委員にて議論を行い、以下の方向性が決定された。

・ 機関誌「医療経済研究」の今後の方向性として、特別寄稿について、厚生労働省の医系技

官など、実際の政策策定に携わっている実務家からの寄稿を掲載することなどにより、

医療経済研究誌の執筆者層・読者層を共に拡げるよう努める。

・ Asian Pacific Journal（APJHEP）は、の今後の方向性について、廃刊・Discussion/Working

Paper化など、あらゆる可能性を排除せず議論を行った結果、現時点での抜本的な変更は

行わない方向で、編集委員会の合意を得られた。他方で、投稿数が激減し、存続が危ぶま
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れる APJHEPの誌面を充実させるため、各編集委員が有するネットワークを生かし、国内

外から執筆者を inviteし、執筆を依頼する（可能であれば海外の著名な執筆者が望まし

い）。引用数を出来る限り増やす目的で、執筆テーマを執筆者の国の政策関連（医療、介

護などの各種制度）や疫学統計・計量経済学の手法とし、さらに、J-STAGEへの登録、（い

わゆる「ハゲタカジャーナル（predatory journal）」ではないことを証明するため）ホワ

イトペーパーリストへの掲載など、まずは、APJHEP の地盤固めに資する施策を徹底的に

実施することとした。 

３．若手研究者育成のためのセミナー 

１）第 18回「若手研究者育成のためのセミナー」

 2022 年 9月 3日の第 17回研究大会と同時開催した。学術推進委員長である近藤克則先生を

座長とし、4演題の研究発表を行った。

(発表者及び演題名、当日発表順)

• 張 一龍(名古屋大学 経済学研究科)
「The business cycle and health in Japan」

• 酒井 秀信(慶應義塾大学 大学院経営管理研究科)
「薬価改定における中間年（毎年）改定が二年毎の薬価変化率に与える影響」

• 小野 啓(東北大学 経済学研究科)
「新規感染者数の変動にみる緊急事態宣言の効果」

• 萩原 峻太(東京大学 大学院経済学研究科)
「Do management practices for the improvement in mental health reduce employee
turnover?」

２）第 19 回「若手研究者育成のためのセミナー」

2023 年 3 月 3 日にオンラインにて開催（参加者数 30 名）。学術推進委員長である近藤克則

先生を座長として研究発表を行う予定。 

４．国際交流活動 

 第 13 回日韓台 3 カ国セッションは、2023 年 3 月 18 日に台湾にて開催予定。日本からは、

橋本 英樹先生、飯塚 敏晃先生、中村 さやか先生（上智大学）、髙橋 雅生先生（一橋大学）

が参加予定。



５．繰越金を活用した事業について 

学会では繰越金を活用した学会員へのサービス向上に取り組んでおり、今年度は以下

の事業を実施した。 

１）Zoomを利用した研究大会のストリーミング配信

 2022 年 9 月 3 日の研究大会において、遠方など参加が難しい方にも参加いただける施策と

して、試行的に外部業者へ委託しストリーミング配信を実施した。

 予算の都合上、双方向性を担保することはできなかったため、改善要望も寄せられたが、概

ね良好な反響を得ることができた。

６．学会ホームページの管理 

 研究大会情報（事前案内、演題プログラム、抄録集の閲覧サービス）のタイムリーな提供を

行った。

 学会会員に対しては、医療経済研究機構の個人会員向けホームページを無料で閲覧可能とし、

調査報告書等を入手することができるよう継続して優遇した。

 Facebookの管理、学会 HP上の研究室訪問および採用情報の管理について、継続も含め理事

会で引き続き検討を行うこととなった。

 学会 HP の継続的な運用および情報保護を目的とした保守契約締結のため、専門業者による

点検・整備を実施した。

以上 



2022 年度 事業報告附属明細書 
（2022 年 4 月 1 日～2023 年 3 月 31 日） 

１．研究大会の開催実績

回 開催日 大会テーマ 大会長 開催時の主な役職 参加者数

17 2022 年 

9 月 3 日 

「子どもの健康と貧困」 岸田 研作 岡山大学 

社会文化科学学域 教授

92 名 

２．学会誌／機関誌の発行実績

（１）「医療経済研究」 Vol.34

No 発刊日 分類 タイトル 著者 発刊時の主な役職

1 2022 年 

10 月 22 日 

巻頭言 「エゴサーチ（？）」 橋本 英樹 東京大学大学院 医学系研究科

教授

特別寄稿 「社会実験・ビッグデータとミクロ実証研究の

潮流」

澤田 康幸 東京大学大学院 経済学系研究

科 経済学部教授

研究ノート 「DEA手法を用いた病院診療科別の経営効

率性分析―自治体病院を事例として―」 

小川 憲人 大阪大学大学院 医学系研究科 

特任研究員

福永  肇 埼玉学園大学 経済経営学部 

特任教授

伊藤 健一 愛知県医師会理事

（蒲郡市民病院 名誉院長）

南 商尭

（ナム サンヨウ）

仁荷大学校政策大学院 

老人学科 主任教授

2 2023 年 

3 月 23 日 

巻頭言 「人にやさしい社会と経済活力」 今中 雄一 京都大学 大学院医学研究科

教授

特別寄稿 「医療経済領域における部分識別研究の進

展」

奥村 綱雄 横浜国立大学

経済学部長

「精神障害者雇用の急速な進展と賃金構造

の変化：Blinder-Oaxaca 分解に基づく検

証」

山田 篤裕 慶應義塾大学 経済学部

教授

荒木 宏子 慶應義塾大学 経済学部

訪問研究員

研究ノート 「薬剤師の判断による薬剤費削減方法の提

案 ―メトホルミン塩酸塩錠を例として―」 

石村 淳 日本薬科大学 薬学科実践薬学

分野 准教授

加藤 葵 日本薬科大学 薬学科臨床薬剤

学分野

瀧沢 裕輔 日本薬科大学 薬学科臨床薬剤

学分野 講師



（２）「Asian Pacific Journal of Health Economics and Policy」 Vol.5 

No. 掲載日 分類 タイトル 著者 発刊時の主な役職 

1 2022 年 

4 月 15 日 

Manuscripit Healthcare resource utilization for first 

line chemotherapy versus endocrine 

therapy in patients with advanced HR-

positive/HER2-negative breast cancer 

in Taiwan 

Dwan-Yin 

Chang 

National Taiwan University 

Hospital 

Yi-Chen Juan Health Data Research Center, 

National Taiwan University 

Yen Shen Lu National Taiwan University 

Hospital 

Jiun-Jen Lynn Novartis (Taiwan) Co. Ltd 

Chih-Ta Chien Novartis (Taiwan) Co. Ltd 

Fan-Chen Ku Novartis (Taiwan) Co. Ltd. 

K Arnold Chan Health Data Research Center, 

National Taiwan University 

and National Taiwan 

University Hospital 

 
３．セミナー等の開催実績 
（１）若手研究者育成のためのセミナー 

回 開催日 発表テーマ 発表者 発表時の所属 

18 2022 年 

9 月 3 日 

The business cycle and health in Japan Zhang Yilong Nagoya University 

薬価改定における中間年（毎年）改定が二年毎の薬価変化

率に与える影響 

酒井 秀信 慶應義塾大学大学院 経営管理

研究科後期博士課程 

新規感染者数の変動にみる緊急事態宣言の効果 小野 啓 東北大学経済学研究科博士 1 年 

Do management practices for the improvement in 

mental health reduce employee turnover? 

萩原 峻太 東京大学大学院 経済学研究科 

博士課程 

19 2023 年 

3 月 3 日 

高齢者の歩行習慣が健康関連 QOL スコアに及ぼす影響

―JAGES 2019 横断調査データを用いた解析― 

小牧 靖典 名古屋市立大学 経済学研究科・

博士後期課程 

高齢者における近隣環境と介護費用の関連：JAGES2010-

2019 コホート研究 

Yu-Ru Chen 千葉大学 医学薬学府 先進予防

医学専攻 博士課程 1 年 

2018 年の診療報酬改定が病床配置・在院日数・医療費に

与えた影響-大規模レセプトデータを用いた検証 

高木 俊 早稲田大学 経済学研究科修士

課程 

Breaking Brand: Interaction between Pharmacist, 

Physician, and Patient in Generic Drug Use 

藤本 彩芽 早稲田大学ソーシャル＆ヒューマ

ンキャピタル研究所 研究協力者 

 
 
 



４．国際交流活動

第 13 回日韓台 3 カ国セッションは、2023 年 3 月 18 日に台湾にて台湾医療経済学会（TiSHE）の主催で開催。日本からは、

学会より橋本 英樹先生（会長）、飯塚 敏晃先生（国際交流委員会委員長）のほか、論文発表者として中村 さやか先生（上智大

学）、髙橋 雅生先生（一橋大学）が参加し、全体シンポジウムでは 3 か国の COVID19 対応・政策について報告・パネルディスカッ

ション（日本の状況については橋本が報告）、その後中村先生から”Wholesome Lunch to the Whole Classroom: Short- and

Longer-Term Effects on Early Teenagers’ Weight“が報告され、ソウル大学の Chung 教授がコメントした。飯塚先生は National

Chung Cheng University (Taiwan)の Meng Chi Tang 教授の論文”Physician Agency and Inappropriate Antibiotic

Prescriptions“にコメントした。最後に高橋先生から“Provider Incentives for Capacity Utilization: Evidence from Patient

Deaths”が報告され Institute of Economics Academia Sinica(Taiwan)の Tzu-Ting Yang 研究員からコメントされた。

５．医療経済学会の会員数

会員種別 2022 年 

3 月末 

2023 年 

3 月末 

増減 備考

１ 一般会員 379 390 ＋11 会費未納による強制退会者 8 名を含む 

２ 学生会員  71  70 ▲1 会費未納による強制退会者 5 名を含む 

３ 名誉会員  1  1 －

計 451 461 ＋10 

以上 



（単位：円）

当年度 前年度 増減
Ⅰ　資産の部

1. 流動資産
現金預金 9,457,021 9,888,122 -431,101
未収金 0 0 0
資産合計 9,457,021 9,888,122 -431,101

Ⅱ　負債の部
1. 流動負債

未払金 0 0 0
負債合計 0 0 0

Ⅲ　正味財産の部
１．一般正味財産 9,457,021 9,888,122 -431,101
正味財産合計 9,457,021 9,888,122 -431,101
負債及び正味財産の部 9,457,021 9,888,122 -431,101

（単位：円）

当年度 前年度 増減
Ⅰ　一般正味財産増減の部

1. 経常増減の部
（1）経常収益

年会費収入額 4,005,017 4,054,983 -49,966
雑収入（利息等） 97 99 -2
研究大会託児サービス料 0 0 0
研究大会会費収入 425,000 635,000 -210,000
積立金 300,000 0 300,000

4,730,114 4,690,082 40,032
（2）経常費用

学会誌作成費 559,399 887,815 -328,416
ホームページ改修費 108,999 0 108,999
会員名簿印刷費 0 0 0
学会名簿費 0 0 0
一般事務費 1,866,917 1,837,855 29,062
研究大会運営費 1,505,920 100,428 1,405,492
若手セミナー運営費 0 55,685 -55,685
国際セッション積立費 300,000 0 300,000
国際セッション開催運営費 0 532,360 -532,360
繰越金活用事業費 819,980 772,521 47,459

5,161,215 4,186,664 974,551
-431,101 503,418 -934,519

一般正味財産期首残高 9,888,122 9,694,250 193,872
一般正味財産期末残高 9,457,021 9,888,122 -431,101

9,457,021 9,888,122 -431,101

経常費用計
当期一般正味財産増減額

Ⅱ　正味財産期末残高

正味財産増減計算書

科　目

2022年4月1日から2023年3月31日まで

貸借対照表
2023年3月31日現在

科目

経常収益計



2023 年度 事業計画 

（2023年 4月 1日より 2024年 3月 31日）

１．第 18 回研究大会の開催 

 2023 年 9 月 2 日（土）千葉大学 西千葉キャンパス けやき会館（研究大会

長：近藤 克則 先生）にて開催する。

 会場はメイン会場のみオンライン開催とする。

２．学会誌/機関誌の発行 

医療経済・医療政策の発展に少しでも貢献することを目的とし、医療経済・

医療政策研究の発展を図り、医療政策立案及び評価に学術的基盤を与える。

また、医療経済・医療政策の分野において調査、研究の発表の場や、産、官、

学を問わず意見交換、学術討論の場を提供する。

（１） 「医療経済研究」の発刊

 Vol.35 No.1 2023年 10月予定 

 Vol.35 No.2 2024年 3月予定 

 今年度は特別寄稿について、厚生労働省の医系技官など、実際の政策策定に携

わっている実務家からの寄稿を掲載することにより、医療経済研究誌の執筆者

層・読者層を共に拡げる。

（２） 「Asian Pacific Journal of Health Economics and Policy」の発刊

 Vol.5 No.1 2023年 10月予定 

 Vol.5 No.2 2024年 3月予定 

 APJHEP の誌面を充実させるため、各編集委員が有するネットワークを生かし、

国内外から執筆者を invite し、執筆を依頼する（可能であれば海外の著名な

執筆者が望ましい）。引用数を出来る限り増やす目的で、執筆テーマを、執筆者

の国の政策関連（医療、介護などの各種制度）や疫学統計・計量経済学の手法

とし、さらに、J-STAGEへの登録、（いわゆる「ハゲタカジャーナル（predatory

journal）」ではないことを証明するため）ホワイトペーパーリストへの掲載な

ど、まずは、APJHEPの地盤固めに資する施策を徹底的に実施する。

（３） 編集委員会の開催

 編集委員会を 2023年 5月、11月に開催し、例年の編集委員会の検討内容に加

え、医療経済研究/APJHEP の誌面充実や引用数を増やす施策に対する議論・検

証を行う。
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３．若手研究者育成のためのセミナーの開催 

若手研究者（主に大学院生）の育成を目的とし、各分野の指導層からの教育

フィードバックするセミナーを開催する。 

（１） 第 20 回若手研究者育成のためのセミナー 

 第 20回若手研究者育成のためのセミナーは、第 18回研究大会との同時開催を

予定する 

 

（２） 第 21 回若手研究者育成のためのセミナー 

 2024年 3月頃の開催を予定する 

 

（３） 学術推進委員会の開催 

 年 2回学術推進委員会を開催し，学術推進策を検討する。具体的には，質の高い医

療経済学研究が可能となるデータベースの開発に向けた合意形成を図ることを目

的に，「質の高い医療経済学的研究のためのデータベース検討事業（仮称）」につい

て検討する． 

 

 

４．国際交流活動 

国際交流委員会では、学会員の国際交流の活発化を目的とし、以下の活動を

行う 

（１） 日台韓国際セッションの開催 

 第 14 回日韓台国際セッション（主催：韓国）開催に際して、学会員の国際交

流の支援を行う。 

 

（２） 国際交流委員会の開催 

 国際交流委員会を開催し、日台韓国際セッションの開催及び学会員の国際交流

活性化に向けた活動について検討を行う。 

 

 

５．繰越金を活用した事業 

学会では、繰越金を活用した学会員へのサービス向上に取り組んでいるが、

2023 年度は過去 2 年間の支出により、繰越金残高が適正水準に近づいたた

め、見送ることとする。 

 

６． 学会 HP等を通じた情報発信（仮） 

学会では、学会員への情報提供等のサービスの充実と、対外的な広報活動を

目的とし、HP等を通じて以下の活動を行う。 



 

（１） 学会員に対する情報発信・サービス 

 研究大会情報（事前案内、演題プログラム、抄録集の閲覧サービス）を充実さ

せ、タイムリーな提供を行う。 

 学会会員に対しては、医療経済研究機構の会員向けホームページを無料で閲覧

可能とし、調査報告書等を入手することができるよう継続して優遇する。 

 Facebookの管理および学会 HP 上の研究室訪問および採用情報の管理について

は、継続の可否も含めた判断を理事会で引き続き検討する。 

 

（２） 非学会員に対する情報発信 

 学会への関心を高めるため、非学会員に対しても発信できるコンテンツについ

て検討する。（たとえば医療経済研究の特別寄稿の一部や、学会シンポジウム

記録など、政策的関心の高いテーマなどについて選択的に情報公開するなど） 

 

（３） 海外に向けた英文 HPの検討 

Asian Pacific Journal of Health Economics and Policy や関連の成果、な

らびに日本における医療経済学の学術的・政策的活動について、アジア地区な

らびに世界の関心に応えるため、英文HPの充実について引き続き検討を行う。 



[役員の選任] 

役員（理事・監事）の任期満了（2024年3月31日）に伴う、次期役員の候補者は次の通りです。 

（2024年4月1日から）理事となるべき者
* 

  [再任]   飯塚 敏晃（東京大学 大学院経済学研究科 教授） 

池田 俊也（国際医療福祉大学 大学院医学研究科 教授） 

依田 高典（京都大学 大学院経済学研究科 教授） 

今中 雄一（京都大学 大学院医学研究科 教授） 

岩本 康志（東京大学 大学院経済学研究科 教授） 

遠藤 久夫（学習院大学 経済学部 教授） 

後藤  励（慶應義塾大学 大学院経営管理研究科 教授） 

近藤 克則（千葉大学 予防医学センター 教授・国立長寿医療研究センター老年学 

社会科学研究センター老年学評価研究部長） 

鈴木  亘（学習院大学 経済学部 教授） 

菅原 琢磨（法政大学 経済学部 教授） 

中村  洋（慶應義塾大学 大学院経営管理研究科 教授） 

野口 晴子（早稲田大学 政治経済学術院 教授） 

橋本 英樹（東京大学 大学院医学系研究科 教授） 

林田 賢史（産業医科大学病院 医療情報部 部長） 

福田  敬（国立保健医療科学院 保健医療経済評価研究センター長） 

伏見 清秀（東京医科歯科大学 大学院医療政策情報学分野 教授） 

[新任]   井深 陽子（慶應義塾大学 経済学部 教授） 

中村さやか（上智大学 経済学部経済学科 教授） 

康永 秀生（東京大学 大学院医学系研究科 教授） 

[退任]   小林  廉毅（東京大学 名誉教授） 

＊医療経済学会理事会は、「医療経済学会会則」および「役員の選任に関する細則」に基づき、現役員の 

任期満了に伴う選任手続きとして、理事となるべきものの名簿を総会に先立ち公示する。 

（2024年4月1日から）監事となるべき者 

[再任]   安川 文朗（京都女子大学 データサイエンス学部 教授） 

[新会長、新事務局長の互選] 

総会において選任される上記「理事となるべき者」による互選となるため、後日、医療経済学会ホーム 

ページに掲載する。 
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＜会員登録状況＞ （2023 年 8 月 21 日現在） 

会員内訳 普通会員 学生会員 名誉会員 合 計

2023 年 2 月 1 日時点 会員数 398 名 68 名 1 名 467 名 

新規入会者

（2022 年 2 月 1 日～2023 年 7 月 25 日） 13 名 20 名 33 名 

退会者 27 名 10 名 37 名 

学生会員→普通会員（会員種別変更） 
普通会員→学生会員（会員種別変更） 

8 名 
－1 名 

－8 名 
1 名 

2023 年 8 月 21 日時点 会員数 391 名 71 名 1 名 463 名 

参考 2023 年度末（2024 年 3 月末）退会予定者 
［会費滞納による強制退会］

4 名 
［3 名］ 

0 名 
［0 名］ 

4 名 
［3 名］ 
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2022 年度 学会論文賞 

編集委員会におけます選考の結果、2022年度 学会論文賞はございませんでした。 

以上 
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第 19 回研究大会の概要について 

 
 
1. 研究大会長 

学習院大学 経済学部 教授 鈴木 亘 先生 
 
2. 日 程 

2024 年 9 月 7 日（土） 
詳細が決まり次第、医療経済学会ホームページにて公表致します 

 
3. 会 場 

学習院大学 
 
4. 今後のスケジュール 

プログラム委員の選定      ：2023 年 9 月~11 月 
第１回プログラム委員会開催   ：2023 年 11 月～12 月 
一般演題募集          ：2024 年 2 月 ～ 2023 年 5 月 
第２回プログラム委員会開催   ：2024 年 6 月頃 

 
以上 
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